
BMI 技術「BMI 技術を用いた自立支援、精神・神経疾患等の克服に向けた研究開発」 

BMI を用いた運動・コミュニケーション機能の代替 

 

 

１）研究課題名 

「BMI 制御のためのインテリジェント電動補助装置の開発」 

 

２）所属機関名 / 氏名 

電気通信大学 横井 浩史 

 

３）目的 

重度の麻痺患者等の上肢機能を代替するロボット義手をはじめとする BMI 電動補助装置の実

現のために、インテリジェント電動補助装置の開発を目的として、多様な把持対象について適

切な形態を選択して精緻な把持動作を行えるロボット義手を BMI で自在に制御できる手法の確

立を目指します。 

 

４）概要 

電動補助装置の把持機構の開発および多自由度化による把持形態の多様化・精緻化と、それ

に応じた制御法の確立によるインテリジェント化を行い、低侵襲・非侵襲 BMI へ導入します。

さらに操作者の意図を脳信号から適切に抽出して機器の動作へと反映させるために、DecNef 等

を用いた非侵襲 BMI・Nef 系を開発し、さらに脳信号で操作するアシストスーツ等によってその

効果を検証して、BMI 機器使用に適した脳信号を誘導する手法を確立します。 

 

５）実施体制 

 

電通大（総括：横井浩史教授）

(1)多様な把持形態を
取れる ロボット義手の開発

・中村達弘研究員

(2) 電動補助装置の
インテリジェント化による精緻運動の実現

・森下壮一郎特任助教

(3) 階層的運動意図推定
によるデコーダの時空間的精度向上

大阪大と連携 NINSと連携

国リハ

(5) デコーディング技術によるBMI機器使用に
適した脳活動の誘導

・神作憲司客員教授 ・大良宏樹研究員

・高野 弘二研究員 ・小松 知章研究員
・川瀬利弘研究員 （以上3名業務協力者）

他機関（業務協力者）

(4) 感覚フィードバックによる脳活動状態の誘導
・宮脇陽一准教授 ・姜銀来特任准教授

北大：生駒一憲教授，宮本環特任准教授 千葉大：兪文偉教授
東海大：向井正哉准教授，高木岳彦講師 福井大：山村修医師
国立成育医療研究センター：高山真一郎部長 日下病院：加藤弘明医師

大阪大と連携


